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通算 869 号 2019年 4月 26日発行 

 

大学は非常勤職員の気持ちを理解していない！！！ 

 

大学から信州大学教職員組合に事前提示されることなく、「天皇の即位の日及び即

位礼正殿の儀の行われる日を休日とする法律」の施行に伴う非常勤職員への特別休暇

の措置が４月１７日に発表されました。有給の特別休暇を３日分非常勤職員に付与す

るという内容です。 

組合として、大学へ非常勤職員の給与の減額にならないようにして欲しいとの要望

を申し入れていたのにも関わらず、その回答もないままこの措置が発表され、組合と

しては大変憤りを覚えます。 

 

非常勤職員も、各自が責任感とプライドを持って、大学業務が滞ることがないよう

に仕事を行っています。非常勤職員の有給休暇は自由に休んでよい権利ではあります

が、突発的な休暇取得以外は、各個人が職場全体の仕事の進捗状況や自分に与えられ

た職務の状況を勘案しつつ、計画的に取得しています。休んだ分だけ仕事が溜まるか

らです。その結果、多くの非常勤職員は有給休暇の完全消化をしていません。３日分

の休暇を付与されても、大多数の非常勤職員にとって給与の減額とならない措置では

ないことは明白です。そのことは、現場をよく知る職員であれば十分承知しているこ

とですが、今回の措置に考慮されているとは思えません。新規に有給の休暇を３日付

与することが、国が求めている「給与の減額にならない」と大学が考えているのであ

れば大変残念です。 

 

組合員の方からは、今回の措置に関して組合へご意見が寄せられました。そのご意

見も踏まえ、組合は、次ページのような申入れを再度いたしました。 

 

4 月30 日から5 月2 日の期間における本来の勤務日数に応じて「最大３日の特別

手当（給与）」を付与する事が一番分かりやすい解決方法ですが、労使交渉にて良い

解決方法を大学と決めていきたいと考えています。 
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信州大学の「天皇の即位の日及び即位礼正殿の儀の行われる日を休日とする法律」

の施行に伴う非常勤職員への特別休暇の措置について下記のように再度申し入れま

す。 

 

記 

 

今回の措置を見直し、特別手当の支給等、非常勤職員の収入が減額にならない措置

を実施すること。 

 

 

この度は、当組合からの申入れに対し速やかに対応いただきました事に御礼申し上

げます。しかしながら、今回の措置は、当組合が求めている「休日増加による収入減」

の対応にはなっておりません。 

 

非常勤職員全員が毎年有給休暇を完全消化しているのであれば、有給での特別休暇

の増加は有益かもしれません。しかし実際には休むことで業務に支障が生じるため休

み辛い環境の職場も多く、未消化の有給休暇を有する非常勤職員が多く存在します。

国からの通知にあります例示には、「国民の祝日、休日にできる限り労働者を休ませ

る。また、その場合には、有給休暇の追加的付与等により賃金の減収を生じないよう

にする。」となっておりますが、以上の理由から、今回の信州大学の措置のような特

別休暇の付与だけでは多くの非常勤職員の収入減少は免れません。 

 

有給休暇の完全消化と今回の特別休暇の完全実施が確約されない限り、当組合とし

ては、今回の措置を見直し、特別手当の支給等、全ての非常勤職員が納得するような

収入が減額にならない何らかの措置を実施することを強く求めます。 

 

以 上 
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